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ユニバーサル社会への扉(12) 

コロナ禍で見直される職場の雑談 
～(続)今こそ「誰一人取り残さない」視点を～ 

ライフデザイン研究部 上席主任研究員 水野 映子 

 

1. コロナ禍を機に認識された雑談の重要性 

 新型コロナウイルス（以下、新型コロナ）の感染拡大をきっかけに、在宅勤務をはじ

めとするテレワークが普及して久しい。テレワークは、感染リスクや通勤の負担を軽減

するメリットがある一方で、職場の人との気軽なコミュニケーションがしにくいなどの

デメリットもあることが、これまでにも指摘されている(注1)。またコロナ禍により懇

親会・歓送迎会などの従業員間の交流機会も失われ、オフィスでの日常的な業務時間や

休み時間においても、飛沫感染を防ぐ観点から必要以上の会話を交わしにくい状況が続

いてきた。 

 当研究所が2021年9月に実施した調査においても、新型コロナの感染拡大後に「職場

の人との雑談や何げない会話が減った」と答えた人は、56.3％と半数を超えた(図表1)。

中でも、テレワークをおこなっている人におけるその割合は、7割近くに及んでいる。 

 

図表1 新型コロナの感染拡大後に「職場の人との雑談や何げない会話が減った」 

 
*1：本稿では、働いている人1,284名について分析。そのうち、テレワークを「現在おこなって

いる」と答えた人を『おこなっている』、「現在はおこなっていないが、以前おこなったこと

がある」または「これまでにおこなったことはない」と答えた人を『おこなっていない』とした。 

資料：「第4回 新型コロナウイルスによる生活と意識の変化に関する調査」（調査時期：2021

年9月17～19日、回答者：20～69歳男女1,800名、調査方法：インターネット調査） 

 
 また、感染拡大後に「職場の人との雑談や何げない会話が大切だと思うことが増えた」

と答えた人の割合も、59.0％とやはり半数を大きく上回った(図表2)。その割合は、テ

レワークをおこなっている人では71.0％、前述の質問で「職場の人との雑談や何げない

会話が減った」と答えた人では83.8％に達している。 

 職場における雑談などのインフォーマルな会話は、気晴らしやストレス解消になるほ

か、仕事に関する有用な情報やヒントを得たり、人間関係を構築したりする上で役立つ

20.7

32.7

17.5

35.6

36.4

35.4

56.3

69.1

52.9

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=1,284)*1

＜テレワークの実施状況＞*1

おこなっている(n=269)

おこなっていない(n=1,015)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

https://www.dlri.co.jp/summary/type/life_design.html
https://www.dlri.co.jp/
https://www.dlri.co.jp/summary/type/life_design.html
https://www.dlri.co.jp/members/mizuno.html


WATCHING  

第一生命経済研究所 LIFE DESIGN REPORT  ２０２２.２        2 

こともある。コロナ禍を機に職場での雑談が減ったことにより、その重要性が認識され

るようになったことが、データにも示されたといえる。 

 

図表2 新型コロナの感染拡大後に「職場の人との雑談や何げない会話が大切だと思うことが増えた」 

 
*1：図表1の*1と同じ。 

*2：「職場の人との雑談や何げない会話が減った」（図表1参照）という項目に「あてはまる」「どちらかといえばあて

はまる」と答えた人を『あてはまる』、「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」と答えた人を『あて

はまらない』とした。 

資料：図表1と同じ。 

 
2. コロナ禍以前から雑談の輪に入れなかった人々の存在 

 前述のように、新型コロナ感染拡大の影響で職場での雑談は全般的に減ったが、もと

もと感染拡大の前から雑談の機会が少なかった人もいる。その一例が、聴覚に障害のあ

る人（以下、聴覚障害者）である。 

 少し前のデータになるが、当研究所が聴覚障害者、およびその比較対象として聴覚に

障害のない人（以下、健聴者）を対象に実施した調査の結果を紹介しよう。まず、図表

3で職場での雑談の頻度をみると、健聴者より聴覚障害者のほうが明らかに低い。聴覚

障害者の中には、雑談をすることが「全くない」と答えた人も14.6％いる。 

 
図表3 職場での雑談の頻度*1 

 
*1：「社内の二人以上の健聴者と仕事時間や休み時間に雑談をすること」がどの程度あるかを質問した。 

*2：回答者は企業等で健聴者と一緒に働いている聴覚障害者123名、調査時期は2013年11～12月。 

*3：回答者は、企業等で聴覚障害者と一緒に働いたことがある健聴者476名、調査時期は2013年12月。 

資料：水野映子「聴覚障害者が働く職場でのコミュニケーションの問題」『Life Design Report』2014年4月 

(https://www.dlri.co.jp/report/ld/01-14/rp1404a.html) 
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 この質問で雑談をすることがあるとした聴覚障害者のうち、聞こえない・聞こえにく

いためにその内容を理解できないことがあると答えた割合は、87.4％にのぼった(図表

4)。雑談にそもそも加われない、あるいは加わってもその内容の理解が難しい聴覚障害

者が、感染拡大前でもかなりいたことがわかる。感染拡大下の現在においては、マスク

で口元や表情が見えないことなどにより、対面でのコミュニケーションがより困難にな

っている(注2)ことから、以前にもまして雑談から遠のいている聴覚障害者がいると想

定される。 

 また、この調査で他の人の雑談の内容が気になることがあると答えた聴覚障害者の割

合は71.5％であり、健聴者の29.8％よりはるかに高かった(図表5)。自分が加われない・

理解できない雑談の中で、どのような情報がやり取りされているのか気になるのは当然

だろう。雑談からの情報が得られないことは、仕事を遂行する上で不利になるだけでな

く、情報から疎外されているという孤独感も生み出しかねない。 

 同様のことは、聴覚障害者のみならず、言葉の理解が困難な外国人などにも、生じて

いる可能性がある。個人的な例だが、筆者自身も言葉が十分に通じない国で働いた際に

は、同僚の雑談に入れず、もどかしさを感じた経験がある(注3)。 

 以上は感染拡大前から存在していた問題であるが、感染拡大以降は、テレワークなど

によって雑談の機会が減り、他の従業員間のコミュニケーションの状況が把握しにくく

なった一般の就業者にも、多かれ少なかれ似た問題があると考えられる。 

 

図表4 聞こえない・聞こえにくいために 

雑談の内容を十分理解できないこと*1 

 

 図表5 他の人の雑談の内容が 

気になること*1 

 *1：社内の二人以上の健聴者と仕事時間や休み時

間に雑談をする時に、聞こえないまたは聞こえ

にくいために、話の内容を十分理解できないこと

がどの程度あるかを質問した。 

*2：回答者は、図表3の質問で「全くない」と答えた人

と無回答の人を除く、聴覚障害者103名。 

資料：図表3と同じ。 

 

 *1：聴覚障害者に対しては「健聴者同士が雑談し

ている内容が気になる」、健聴者に対しては

「他の健聴者同士が雑談している内容が気に

なる」ことがどの程度あるかを質問した。 

*2・3：回答者は、図表3の*2・3と同じ。 

資料：図表3と同じ。 

 
3. 雑談からも「誰一人取り残さない」仕組みづくりを 

 感染拡大に伴う職場でのコミュニケーションの減少が注目されるにしたがい、企業な

どではオンライン上で従業員間の雑談を促す取り組みもおこなわれるようになってき

た。オンラインのランチ会やコーヒーブレイクなどのコミュニケーション機会をつくる、

会議の中でも雑談の時間を設ける、交流のためのコミュニティや雑談しやすい仮想オフ
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ィス空間を導入する、などがその例である。 

 そのような新しい雑談のスタイルについて考える際にも、コミュニケーションの輪か

ら取り残される人がいないか、注視してほしい。例えば、オンライン上での会話が音声

のみで交わされる場合、その聞き取りが難しい聴覚障害者や外国人などは、対面での会

話と同じかそれ以上に参加しにくい。逆に、チャットなど文字だけで会話がやり取りさ

れる場合は、視覚に障害がある人や読み書きが不得意な人などにはハードルが高くなる

可能性もある。障害の有無や言語の得手不得手以外の理由でも、オンラインでのコミュ

ニケーションになじめない層はいるかもしれない。 

 筆者は、新型コロナの感染拡大によってさまざまな人がコミュニケーションの問題を

感じるようになったことを機に、感染拡大前から存在している他の人のコミュニケーシ

ョンの問題にも目を向け、それらの問題を解消する方法を考えること、そして皆がコミ

ュニケーションしやすい社会を目指すことの必要性についてこれまで論じてきた(注4)。

本稿もその一環である。感染拡大の新たな波が押し寄せ、対面でのコミュニケーション

が再び難しくなっている今、雑談を含むコミュニケーションに誰もが参加できる仕組み

づくりを改めて提唱したい。 

 

【注釈】 

1)例えば以下の調査では、テレワーク経験者が感じるテレワークのデメリットとして、第1位に

は「社内での気軽な相談・報告が困難」(36.4％）、第2位には「画面を通じた情報のみによる

コミュニケーション不足やストレス」(30.3％）があがっている。 

内閣府「第4回 新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調

査」(2021年9月28日～10月5日実施） 

2)水野映子「誰もがコミュニケーションしやすいウィズ/アフターコロナに ～『新しい生活様式』

での対面コミュニケーションの問題と工夫～」2021年1月(https://www.dlri.co.jp/report/l

d/2020/wt2101d.html) 

3)水野映子「ウルグアイ通信(3)コミュニケーションの壁 ～聴覚に障害のある人との類似点・相

違点～」2019年2月(https://www.dlri.co.jp/report/ld/2018/wt1902b.html) 

4)上記注2の他は以下。 

水野映子「(続)誰もがコミュニケーションしやすいウィズ/アフターコロナに ～『顔の見えな

い』オンラインでの対応～」2021年2月(https://www.dlri.co.jp/report/ld/152007.html) 

水野映子「ウィズコロナのコミュニケーションを見つめ直す ～今こそ『誰一人取り残さない』

視点を～」2021年12月(https://www.dlri.co.jp/report/ld/175765.html) 
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